
2013年度関西学生バスケットボールリーグ戦
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 * 1 1 2 7 1 1 1 1 4 5 1 6 3 0
7 * 3 8 3 5 0 0 2 1 2 3 1 5 2 0
21 * 1 5 1 2 1 1 2 0 0 0 0 1 0 0
23 * 0 0 3 15 1 2 0 6 2 8 2 4 1 4
34 * 0 0 10 15 0 0 3 1 7 8 1 1 2 0
0 0 0 0 1 3 0 0 1 0 3 3 1 0 0 0
11 0 0 0 3 8 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
32 0 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 1 0 0 0
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
8 * 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
11 * 0 2 2 3 2 2 3 1 4 5 4 7 0 0
35 * 0 3 4 7 0 0 0 1 3 4 2 2 1 0
55 * 1 4 4 7 2 4 1 2 3 5 0 2 1 0
67 * 0 0 8 9 4 6 1 4 7 11 2 1 1 0
6 0 0 0 5 11 0 0 3 1 6 7 3 1 1 0
34 0 2 5 0 3 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
37 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0
99 0 0 0 0 3 0 0 1 0 3 3 0 0 1 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 1 1 2
3 14 23 45 8 12 11 9 28 37 13 13 5 0

Team / Coach: 村上　和之 -
合　　　計 63 200

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

大西 孝信 0 2
福島 樹 0 8

井林 宥輔 10 28
丹羽 基貴 6 20

小林 礼秧 13 38
大八木 誉之 20 40

石川 琢巳 6 38
柳内 龍馬 8 22

ST BS MIN

森岡 裕大 0 4

２Ｐ ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS

京都産業大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ

合　　　計 65 200
RATE 35.7% 41.8% 66.7%

0 - -
Team / Coach: 綾部　有

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

0 - -
0 - -

佐藤 航 6 11
浦里 竜二 1 2

池嶋 一輝 20 37
大上 諒 2 14

樋口 貴太 6 27
松田 健太 7 31

BS MIN

井上 大志 8 38
渡邊 翔太 15 39

ＦＴ Ｆ REBOUND TO AS ST

男子 1部リーグ戦 勝チーム

記録 関西学生バスケットボール連盟

関西学院大学

№ Ｓ 選　手　名 PTS ３Ｐ ２Ｐ

試 合 日 2013.09.29
関西学院大学

勝ち点６試合ＮＯ 123
戦評
京都産業大学、関西学院大学ともに優勝候補であった近畿大学を破り、勢いに乗っており、一次リーグを締めくくる
二次リーグに弾みをつけるための大事な試合であった。前半は終始、インサイドとアウトサイドが上手く噛み合った関
学大がリードしていた。しかし、後半に入ると京産大が劇的な逆転をみせ、第三ピリオド終了時には同点となった。第
四ピリオドでは両者とも勝負所で集中力を発揮し、どちらに転んでもおかしくないゲーム運びとなった。しかし、試合
終了間近に関学大がシュートを収め、関西学院勝利という形で幕を閉じた。
第一ピリオド、京産大、関学大ともに厳しいディフェンスをみせ、なかなか得点が入らない。しかし、関学大#23松田の
気合いの入ったオフェンスリバウンドから関学大は得点を取る。関学大優勢かと思われたが、京産大#55小林のエン
ドプレイからのシュートで点を得ると京産大も勢いに乗りだす。そこからも激しい攻防を繰り広げ19－13で関学大リー
ドで第一ピリオド終了。
第二ピリオド、京産大#67大八木がゴール下でのシュートから始まる。引き続き激しい攻防が繰り広げられるが、関学
大が立て続けに2本スティールからの速攻を決める。10点差広がり京産大苦しい展開かと思われたが、またもや#55
小林がミドルシュートを決め、嫌な流れを断ち切る。京産大#35柳内のスティールからの速攻、#67大八木の粘り強い
ルーズボールからの得点で点差を詰める。しかし、終了間際に関学大#21樋口#7渡邊がスリーポイントを決め、前半
36－29関学大リードのまま終了。
第三ピリオド、関学大がミドルシュート、バスケットカウントで2本連続シュートを沈める。しかし、京産大#67大八木ゴー
ル下やアウトサイド陣のドライブなどインサイドで点差を詰めていき逆転を成功させる。関学大は我慢強く得点をする
が、終了間際、ターンオーバーからアンスポーツライクマンファウルをとられ、京産大#11石川がしっかりフリースロー
を決めると45－45同点で第三ピリオド終了。
第四ピリオド、勢いに乗った京産大は#34丹羽のスリーポイント#55小林ミドルシュートなどで点差を開ける。押され気
味の関学大であったが、速攻で連続得点をすると、#7渡邊がスリーポイントを沈めて逆転。そこからは入れられたら
入れ返すのように両者一歩も譲らない展開となる。そんななか、関学大#23松田が力強いブロックさらにはゴール下
でシュートを決める。関学大がゲームを決めたかと思われたが、京産大#34丹羽#55がスリーポイントを決めると同点と
なる。しかし、またしても関学大#7渡邊が勝負所でシュートを決めると、15秒残っていたものの京産大は逆転できず、
これが決勝打となり、65‐63で関学大が勝利を収めた。

主審 阿部　聖 副審 高嶋　憲彰 戦評

65 63

敗チーム

京都産業大学

田中　秀(立命館)

開始時間 13:20
会　　場 大阪商業大学体育館
コ ー ト 勝ち点４



RATE 21.4% 51.1% 66.7%


